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Ｉ.は じめに

　インフルエ ンザウイルスは、毎年冬から春先にかけて

流行する呼吸器感染症の原因ウイルスで、A・B・Cの

3型 がある。現在ヒ トの間で大 きな流行 を起こしている

型 は、Aソ 連型(HIN1亜 型)、　A香 港型(H3N2亜 型)、

B型 である。

　A型 とB型 ウイルス粒子 の表面 には赤血球凝 集素

(HA)と ノイラミニダーゼ(NA)と いう糖蛋白があ り、

これらが感染防御免疫の標的抗原 となっているが、ウイ

ルス遺伝子に起 こる突然変異の蓄積によってHAとNA

の抗原性が少 しずつ変化する(連 続抗原変異:antigenic

drift)の で、毎年のように流行 を繰 り返 している。

Ⅱ.目 的

　青森県 における2007/2008シ ーズンのインフルエンザ

の流行は、2008年2月 までAH1型 ウイルスのみの検 出

であった。　 しか し、インフルエ ンザ非流行期の2008年

6月 に救護施設において、インフルエンザ集団発生があ

り、ウイルス検査を実施 した結果、AH3型 であること

が判明 した。

　インフルエンザ非流行期の分離株 は、次シーズ ンの流

行株 になる可能性が考えられることから、HA遺 伝子を

解析 してワクチン株 と比較 し、遺伝子変異と抗原性の変

化 について検討 した。

Ⅲ.方 法

患者の鼻腔ぬ ぐい液13検 体 について、MDCK細 胞を

用いてウイルス分離 を行った。

　分離された4検 体について、国立感染症研究所から配

布 された2007/2008シ ーズンインフルエンザ同定キット

と0.75%モ ルモ ット赤血球を用いて赤血球凝集抑制(HI)

試験 を行い、分離株 を同定 した。

　また、上述 の13検 体か らRNAを 抽 出 し、　RTPCR

及 びダイレク トシークエ ンスを実施 し、HA１ 領域 の遺

伝子解析 を行った。

Ⅳ.結 果

　分 離 した4株 は、 抗A/Hiroshima(広 島)/52/2005

(H3N2)(ホ モ 価1,280)に 対 しHI価80を 示 した。 一

方 、 抗A/Solomon　 lslands/3/2006(HIN1)(同640)、

抗B/Shanghai(上 海)/361/2002(同1,280)、 抗B/

Malaysia/2506/2004(同1,280)に 対 して は、 いず れ も

HI価＜10で あ り、分 離株 は全 てAH3型 に同定 された。

　一方 、RT-PCRで は7検 体 か らAH3型 遺 伝子 が検 出

され、 そ の うちの6検 体 につい て ダ イ レク トシー クエ

ンス を実施 した ところ、 シー クエ ンスが可 能 であ っ た

HA1領 域 の322ア ミ ノ酸 に おい て、6検 体 は全 て 一致

した。

　 また、 同ア ミノ酸配列 を2007/2008シ ー ズ ンワクチ ン

株A/Hiroshima(広 島)/52/2005及 び2008/2009シ ー

ズ ンワクチ ン株A/Uruguay/716/2007と 比 較 した結 果、

前 者 はア ミノ酸 レベ ル で97.5%、 後 者 は98.8%の 相 同性

を示 した。(図1)
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.考 察

分離株の抗原性は、ワクチン株であるA/Hiroshima(広

島)/52/2005に 対 し、HI試 験 で16倍 と大 きく異なっ

てお り、また、シークエンスの結果か ら、塩基配列の変

異によるアミノ酸置換が、ワクチン株 との抗原性の変化

に現れたと推察された。当該施設の流行は、ワクチン接

種を行っていた ものの、この抗原性の差異から、インフ

ルエンザ集団発生に繋がったものと考えられる。

　一方、分離株のHA1領 域のアミノ酸配列は、次 シー

ズンのワクチン株に相同性が高 く、この時期の分離株 は

次シーズンの流行株 になる可能性が考 えられることか

ら、ワクチンの効果 を期待するとともに、今後の発生動

向に注意 したい。
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図1　 HA1遺 伝子322ア ミノ酸の系統樹解析
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